
お父さん・お母さんのための育仕両立支援プログラム
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　あけましておめでとうございます。

2026年もたくさんの出会いを求め、気持
ちも新たにイクシモ

は活動開始です。本

年もよろしくお願い

いたします。（岡村

真有子・植地宏美）

　1⽉12⽇（⽉）〜3⽉2⽇（⽉）、イクシ
モギャラリ―に、ふらここさんのかわい
い雛人形を展⽰します。お子さんの記念

撮影も可。「おひな

さま茶話会」を計

画中。「イクシモ

スケジュール 」を
チェック！

育休ママ・パパ応援企画

手作り味噌仕込み＆育休交流会　　
参加参加
無料無料

参加
無料

　⼤阪出身ですが、現在は世⽥谷区で、

夫と息子の3人暮らしです。実家が遠く
頼れる人が少ない中、夫が育休を取得。

⼆人三脚の子育てが始まりました。

　ＩＴ業界への4⽉復帰を控え、育休中
ならではの「今」を⼤切にしています。

　息子はとてもかわいく、愛おしい存在

ですが、朝からフルスロットルで泣き続

ける「育児の洗礼」に戸惑う日も。

　最近は「せ〜のっ」のかけ声で何歩か

歩けるようになりました。感動と同時に

成長の早さに驚いています。

　こんな素敵な瞬間をじっくり味わえる

のは、育休のおかげ。またイクシモさん

の存在も大きいかなと思えます。

　子育てや仕事のことはもちろん、日々

の何気ない出来事を共有できるこの場所

は、心地よい居場所。これからも息子を

笑顔で⾒守りながら、私らしい育仕両立

を模索していきたいと思います。
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　ふわふわで⾁厚なアジフライ、ジュー

シーな⽣姜焼き…ボリューム満点ランチ。
⼩鉢と味噌汁付きで900円からとリーズナ
ブル。いらっしゃい！と笑顔で迎えてく

れる。通いたくなるお店。（岡村真有子）

イクシモルームでは「育仕両立」をテーマにユニーク
なプログラムを提供中。イクシモは旭化成ホームズ
お母さん大学が実験中の協働事業です。
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ミッションガチャを

クリアして育仕力UP!

イクシモルームでは「育仕両立」をテーマにユニークなプログラムを提供中。
イクシモは旭化成ホームズ×お母さん⼤学が実験中の協働事業です。

イクシモルーム

（ヘーベルハウス展示場１F）
オークラランド住宅公園

運
営

旭化成ホームズ株式会社

（住宅事業東京本部マーケティング室）

お母さん大学

 ikushimo@30ans.com

 0120-332-780
｜所在｜〒156-0053 東京都世田谷区桜3-24-8

（株式会社お母さん業界新聞社）
｜受付｜月・⽊ 10:00〜16:00

イクシモ公式

会員登録後、楽しみながら育仕力を育む「ミッションガチャプログラム」を

受講いただけます。「1DAY イクシモ」受講者には、イクシモマークとプロ
フィール動画をご提供。復帰後の即戦力としてご活⽤いただけます。いずれ

も要事前予約。受講日を選んでご参加ください。

ココロの充足
育休中の不安に寄り添い育児を

心から楽しむためのプログラム

共感できる仲間、両立を支える

つながりを⼤切にしています

安心のコミュニティ
両立に必要なスキルを身につ

け、笑顔で復職を⽬指します

仕事に活きるスキル
実証実験中、すべてのプログラム

が無料で受けられます

受講料フリー

世田谷 PICK UP

Sakura3812

●世田谷区桜3-8-12 
　エクセルピア 1F 
●営業時間
　11:30 - 14:00
　17:00 - 23:00
●水曜定休
　第3⽊曜休

編 集 後 記

１９９ Book

『書く瞑想ー１日15分、
紙に書くだけで内面が整う』

古川武士 編

ダイヤモンド社

1500円+税

　1⽇15分でいい。紙に書き出すと頭と心
が整理されると、習慣化のプロである著

者。書くことは⾃分と向き合うことであ

り、⾃分を回復すること、という。IT⽣活
から⼀時離れ、⾃分の世界へ向かうことを

提案。育仕両立のパートナーになる⼀冊。

Information

　味噌伝道師MISODOこと藤本智子さんを
講師に招き、「⼿作り味噌仕込み＆育休交流

会」を開催します。現在、育休ingでがんば
っている方、5名様限定で味噌仕込みをレク
チャー。さらに、復帰後に役立つ、簡単・

おいしい・時短！みそまるづくり体験も。

お昼はおにぎりとみそまるで、ランチ＆育

休交流タイム。締切1/24（⼟）。

HAND made
MISO
（味噌仕込みキット）

大豆と米は国産、塩は天日

塩を使用。定価／3540円

味噌伝道師MISODO

藤本智子

株式会社ミソド代表取締役、みそソムリ

エ。2011年より味噌の普及活動を開始。ミ

ラノ万博や伊勢志摩サミット等イベントや

メディア出演を通し味噌の魅力を伝えてい

る。「みそまる／宝島社」他著書多数。

お申込みはコチラ
https://form.run/@ikushimo-miso

（おにぎりとみそまる付き）

みそまるとは、味噌にだしと具材
を混ぜて、コロコロすれば完成。
お湯を注げば、お味噌汁に！働く
母親のお助けアイテムです！

2月9日　   10:00-13:00（月）

https://tabelog.com/tokyo/C13112/rstLst/
https://tabelog.com/tokyo/C13112/C36573/rstLst/


オフの日も、家族ぐるみのおつきあい。先⽇、
滝内キッズとともにTDLで休⽇を楽しんだ⼀枚

次世代のために
共創の価値を証明し続ける

 幸いにも、私の先に働く先輩ママさんがいて、いろ
いろなことを教えてくれました。おかげで育休復帰の
こともしっかりと考えられたし、今も時短制度を利⽤
し、優先すべきことを考えながら働けています。
 けれども営業として数字を伸ばす⼀⽅で、危機感も
感じています。「これ以上は無理、回らない」と思う
瞬間があるからです。
 三輪さんとの「ペア制」は、もともと彼⼥が2年間
の住宅営業を経験しているという素地があってのこ
と。あうんの呼吸も、2年にわたるやりとりと、試⾏
錯誤があってのものです。会社の未来を考えるとこれ
からは、三輪さんのような「営業事務のプロ」という
職種、ポジションが必要だと思います。彼⼥のような
⼈材がいきいきと輝けるしくみがあれば、今以上に素
晴らしい組織になるでしょう。
 私⾃⾝のためでもあり、後に続く後輩たちが「⽣き
たい⽣き⽅ができる」会社にするためにも、この働き
⽅の価値を証明し続けたいと思っています。

●プロフィール
2004年⼊社、狛江市在住
6歳と4歳の男の⼦のお⺟さん

●イクシモガチャ
「パートナーのいいところは？」
⼦どもにとてもやさしく、不器⽤
ですが、努⼒家なところ。

ヘルプシーキングで
家族の笑顔を取り戻した

 私が復帰⽣活で⼿に⼊れた最⼤の武器は、能⼒では
なく「助けて」と⾔えるヘルプシーキング⼒です。
「できない」と素直に⾔う。迷惑をかけることを恐れ
ず、その分、感謝を100倍伝える。この姿勢は、崩壊
⼨前だった家庭をも変えていきました。
 ⼀時は仕事にウェイトを置きすぎて、ぎくしゃくし
ていた夫との関係も、仕事を通じて「⼈を幸せにした
い」という想いを取り戻す中で、劇的に変化していき
ました。�私が⾃分の弱さを認め、夫に「パパのおかげ
で仕事ができている」と⼼から感謝を伝えると、不思
議と家庭もうまく回り始めたんです。
 「パパがおうちでお仕事してくれるからありがとう
だね」「パパがお迎えやごはんの準備をしてくれるお
かげだね」と、⼦どもたちにも⾔っています。2⼈は
⾃然と「パパ、おいしいごはんを作ってくれてありが
とう」、私のことも「ママの仕事は⼈を守る仕事、か
っこいいよね」と⾔ってくれます。
 ⼼がけているのは、どんなに忙しくても、「30秒の
ぎゅーっ」は⽋かさないこと。その時間が、カオスな
⽇常を回すための、何よりの燃料になっています。

「⽀えるプロ」を⽬指して�
⾃分らしい居場所と、次なる挑戦

 営業として思うように結果が出せなかった2年間、私は⾃
分を「会社のお荷物」だと思い込み、転職さえ考えていまし
た。そんな私を救ってくれたのが、滝内さんでした。
 滝内さんは、18歳も年下の私を対等なパートナーとして扱
い、私の事務能⼒を「プロの仕事」として⼼からリスペクト
してくれました。
 今の私たちのペアは単なる業務分担ではありません。滝内
さんがお客様の⼼に⽕を灯し、私がその想いを確かな書類や
段取りに変えていく。接客は苦⼿ですが、この「⽀える」と
いう役割に⾃分の活路を⾒出した時、初めて仕事に対する前
向きな誇りを持てた気がします。
 「共創」という新しい取り組みとして、社内でこのような
「ペア制」が認められたことに驚きました。同時に、接客を
しない営業事務の仕事でいただける成果配分に最初は⼾惑
い、申し訳ない気持ちもありました。でも今は、この新しい
働き⽅を⼀過性のものにせず、標準的なモデルにしていきた
いという夢があります。私たちのようなペアに限らず、さま
ざまなカタチの共創が実現すれば、より多くの⽅がいきいき
と働けるようになるはずです。 
 まずは、私⾃⾝の知識や経験を積み上げ、上司が期待して
くださるような「⽀えるプロ」へと⼀歩ずつ近づくことが今
の⼤きな課題です。まだまだ道半ばであり、満⾜できるレベ
ルではありません。 
 滝内さんや上司の⽅々が切り拓いてくれた道を、実際に経
験させていただいている私が、しくみとして整えていくこと
ができれば、と。それが、今の私の⽬標です。

空⽩の3年間を埋めてくれた
運命の相棒

 3年ぶりに戻った現場は、別世界でした。パソコン
のシステムは⼀新され、頭の回転も追いつかない。
「ちょっとしたこと」さえ、誰かの⼿を借りなければ
何もできない⾃分。�でも幸いなことにチームには、私
と同じような年頃のお⼦さんを育てながら働いている
上司やメンバーがいてくれて、共感ばかりでした。
 何より、そんな私の前に現れたのが、当時⼊社2年
⽬の三輪春嶺さんでした。
 私はお客様の⼼に寄り添い、⼈⽣の幸せを提案する
接客が⼤好きです。でも、複雑な事務処理は本当に苦
⼿。⼀⽅で、三輪さんは⼈前に出るのは苦⼿ですが、
緻密な事務処理能⼒はプロ級です。「私の苦⼿なこと
が、彼⼥の得意なことだ」�と気づきました。この凸凹
が合致すれば、私たちは最強チームになれる。
 「滝内さんのサポートをしている時が⼀番楽しい」
という⾔葉も当初は半信半疑でしたが、会話を重ね、
お互い覚悟を持って仕事に挑んでいます。私は接客、
彼⼥は事務にプロとして100％の⼒で集中する。この
「共創」のカタチが、時短勤務という制約の中で信じ
られないほどの成果を⽣み出すことになったのです。

「命があれば⼤丈夫」
育児がくれた強さを武器に

 育児は毎⽇が「⼤⾄急」の連続で、思い通りにいか
ないことばかり。でも、だからこそ仕事でトラブルが
あっても「死ぬわけじゃない、命があれば⼤丈夫」と
肝が据わるようになりました。
 「めちゃくちゃな⼈間だ」と⾃分でも思いますが、
できないことが多いからこそ、⼈に頼り、⼈を信じる
ことができる。�⼈を幸せにしたいという想いさえあれ
ば、どんな弱さも武器になる。それを証明してくれる
のは、やっぱり⼦どもたちです。
 ただ今「ヒーローもの」にどっぷりとハマっている
彼ら。毎朝、「ママがんばって、みんな（地球）を守
ってね」と⾔いながら、仕事に送り出してくれます。
 私はこれからも、この⼤好きな会社で、⾃分らしい
「HERO」の姿を追い求めていきたいと思います。

信頼と共創が生み出す
育仕両立の未来

イクシモは、「育児は仕事の役に立つ」をテーマに、育休プログラムの実施ほか、
セミナーやイベントを⾏っています。今回は、旭化成ホームズで新しい働き⽅に
チャレンジしている滝内淳⼦さんをゲストに、「育仕両⽴」の苦労や、⼤切にして
いることなどについて聞きました。   （取材・岡村真有⼦∕⽂章・⻘柳真美） 

旭化成ホームズ株式会社

滝内▶会社でもイクシモプロジェクトの存在は⼤きいと思います。今⽇もそうですが、
職場では話せないことがここでは⾃然と話せるし、⼀⼈ひとりがイクシモ（育仕両⽴）
を考えることで、会社はもちろん、個の⼈⽣が豊かになっていくはずです。私も学ばせ
ていただくし、私が貢献できることがあれば何でもやらせてもらいます。

取材を終えて------

三 輪 春 嶺さん

カオスを経験し
⼿放した⾃⼰完結主義

 ⼊社22年⽬になります。かつての私は脇⽬も振らず
に⾛り続ける、「仕事⼈間」でした。でも、そんな私
のプライドは、2⼈の⼦どもとの育休⽣活でもろくも
崩れ去りました。
 ⻑男が2歳の時に次男が⽣まれ、育児休業も3年⽬に
⼊った頃。⼦育ての不安とコロナ禍による孤⽴、家
事・育児の価値観の違いから⽣じる夫婦間の気持ちの
ズレ…。育児に追われる毎⽇は、カオスでした。
 正直に告⽩すると、当時は育児ノイローゼでした。
⼦どもに当たりそうになる⾃分に気づいた時、底知れ
ない恐怖を感じました。「このままではマズイ、でき
るだけ早く社会に戻り、⼤⼈と話せる環境をつくらな
ければ」それが、⼦どもが0歳で復帰を決めた本当の
理由です。
 復帰にあたっては、あえて誰も私を知らない東京営
業本部への異動を希望しました。かつての「バリバリ
働けた私」を知っている⼈がいない場所で、「ママで
ある⾃分」としてゼロからスタートしたかった。それ
は⾃⼰完結主義の私を捨て、周囲に「助けて」と⾔う
ための、私なりの覚悟でした。

滝 内 淳 ⼦
旭化成ホームズ株式会社

さん

岡村▶取材中に、地域のお⺟さんがお⼦さんと来所されました。静かに本を読みながら
インタビューを聞いていました。終了後、ご⾃⾝の仕事に重ねられてポツリ「⾃分のペ
アが滝内さんならきっとうまくいったのかな」。⼤切なものが増えると、優先順位が難し
くなりますよね。お互いのリスペクトが共創成功の秘訣なのだと、改めて感じました。

育休中の3⼈                 ����保育園の発表会で
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